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高校図書館版
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付箋を貼 りながら

古風な言い方をすれば、いつの間にか 「還暦」

を過ぎた。どうつてことないよとうそぶいていた

が、やはリジワリと来ている。レジで小銭を出す

のにもたつく、書類の日付を入れようとして、ハ

テ今日は…と急に自信がなくなる、といつた調子。

一番 ドッキリしたのは、図書館で借りた本をかな

り読み進んでから、「既読」であることに気付いた

時だつた。言い訳がましいが、これには少し理由

があるかもしれない。数年来、私の読書傾向はは

なはだしい二極分化を遂げ、今や海外ミステリー

か、いわゆる人文系の本に限られてしまつた。こ

のミステリー本の多くを図書館で借りる。端的に

愉しむための読書なので、黒衣である作者の力量

や技に心地よく乗せられ (ハズレの時には思い切

りよく途中下車する )、 読後は忘れるにまかせる。

その結果、数人の特別な作家の作品以外はほとん

ど覚えていない。「消費する読書」とでも言うべき

読み方だが、実はこれらの本から学ノ〕ことも少な

くない。これがまた愉しさを倍加させる。

一方、私にとつて 「考える読書」とは、「著者と

対話する読書Jと言えばいいだろうか。共感はもち

ろん、反論もある。こちらの知識の持ち合わせでは

間に合わないものも多い力ヽ ス トーリーを追うわけ

ではないので、時間をかけて読む。たつた一行の文

章に、終日立ち止まつてしまうこともある。そして、

そのような箇所にはおもむろに付箋を貼る。ところ

がここでも少しばかリドッキリしたのは、やたらと

付箋の数が増えていること 1 以前ならば付箋はそ

の本への共感や参考度の証でもあつたが、今や単純

に備忘のために貼つている自分に気付いて、いささ

か い綱くなつた。しかしながら、こんな変化にめげ

ている暇はなさそうだ。気が付けば安楽な老後なん

てどこにも存在しない。誰もが漠とした不安を感じ

ているのに、立ち止まつてその正体を考えようとす

る人が周囲にはほとんどいないといつていい。流さ

れつ放しでも、皆で溺れればコワクナイということ

なのだろうか。私はゴメンである。

依然として愉 しむための読書の位置は揺るがな

いが、近ごろは付箋だらけで考え込む読書に加え

て、映画や質のよい ドキュメンタリーなどを観な

がら考えることも多い。ほとんど映像を 「読んで

いる」状態にひとしい。映像のインパク トは強い

ので、付箋がなくても大文夫、というのもいい。

ところで、最近 「読んだJ映像の中で最も考えさ

せられたのは、フランスなど三カ国合作の ドキユメ

ンタリー映画『ダーウインの悪夢』である。アフリ

カのビク トリア湖で、輸出用に放流された外来魚が

もたらしている「悪夢」とその背景に迫る秀作だ。ヨー

ロッパや日本の食卓を豊かにするために、アフリカ

で何が起こつているか。言葉を失う映像がつづく。

観ながら言己憶がざわついた。数日後、行きつけのスー

パーで確認した魚の名はやはり「ナイルパーチ」、原

産国はウガンダ (映画の取材地はタンザニア)、 切り

身二切れ入りのパックが397円 …。何気なく目に

していたものが象徴する過酷な現実に立ちすくみな

がら、頭の中の映像に、思わず特大の付箋を貼り付

けた瞬間だつた。(早田 リツ子 :滋賀県在住)
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貸出が滅つてしまつた !

着任4年 開かずのロッカーも整理

皆さんオリエンテーシヨンは、終わりましたか

私は、気合い十分でバツチリ、 1年生に顔を売

りました。今、埼玉県高等学校図書館研究会の司

書部役員をやつているのですが、その関係でこの

春休みに新任司書研修会に参加しました。そこで、

この「本を選′ゞ」で執筆している宮崎健太郎さんに、

「新入生オリエンテーシヨン」について講義しても

らつたのです。

おおざつぱな私と違つて、仕事が網かい宮崎さ

んは、オリエンテーシヨン実施のための準備シー

トやタイムテーブルやポイン トをきつちり押さえ

たレジュメを作つて来てくれました。オリエンテー

ション直前にその研修に出て、しつかり気合いを

入れたので、もう怖いものはありません。

「司書はプロです 1本のこと、調べたいことが

あつて困つた時には木下へ」と、元々大きい声を

大にして、65分間しやべりまくりました。

そうそう、それから、ワー ドが使えるようになり

ました | こう書くと、なんだそりやですよね。今

まで新着図書案内を一太郎で作つていたのですが、

この春、思い切つてワー ドを使つて書いてみること

にしました。一太郎を使い慣れていた私には、ワー

ドは難しいというイメージがあつたのですが、なん

とか上手く使えました。ワー ドは文字飾りや文字装

飾が豊富で、テキス トボックスを使えば、コーナー

分けも楽々。タイ トルも、今まで使つていた 「らい

ぶらりい いんふおめ一しよん」から「Llb一図

書館とあなたを
～
eで結′ゞ情報紙」に変更しました。

着任して、初めての蔵書点検

そんな気分一新を図れたのも、 3月 に蔵書点検

をしたおかしずでした。前任校から数えてもおよそ

6年ぶり。蔵書点検というと、基本カー ドの読み

合わせというイメージが浮かび、大変な仕事だと

いう思いが強い私は、まずは人手を確保しようと、

2月 中旬から図書委員 OB、 OGに メールでお手伝

い募集をしました。
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木下 通子

人手が必要なのは、他にも訳があります。蔵書

点検と共に、ぎゆうぎゆうになつている書架の本

を書庫に移動し、着任 4年目にしてまだ封印され

ているロッカーや棚をすべて開け、中に何が入つ

ているかを確認 整理し、書庫の中を片づけ、書

庫の本を分類番号順に並べ替え、書架に収まらな

い不要の本を廃棄しようと思つたのです。

蔵書整理 &蔵書点検は、 3月 14日 から 17日 ま

で五日間で行いました。

初日に集まつた卒業生が 16人。みんな、現役

大学生で、長～い春体みを満喫している人たちで

す。バイ トを休んでボランテイアにかけつけてき

てくれた子もいて、ありがたい限りでした。

蔵書点検用のバーコー ドリーダーは3台借り、そ

れを読むのに3人。開架書架から私が事前に抜き出

していた本を書庫へ 「所蔵変更」して書庫へ移動

するのに 2人。新聞 雑誌の整理をする人が5人。

書庫の本を並べ替えるのが 2人。ロッカーを開け

てみる人が 2人…と、細かい仕事が好きな人は片

づけ作業、単調な仕事が苦にならない人はバーコー

ド読み係とみんな適材適所にちらばつて、頼もしい

限り。手伝い部隊は一日4～ 5時間働いてもらつた

のですが、バーコー ドは三日で読み終わりました。

週の後半になるにしたがつて人はどんどん減つて

いき、最後の二日は将来司書になりたいと思つてい

る 2人が残り、残務処理を手伝つてもらつたので

すが、いつもひとりで仕事をしている身にとつては、

おしゃべりしながら、本当に楽しい時間でした。

これで、開かずのロッカーは無くなり、不要な

ものは処分し、散らかつていた文房具や紙類など

は位置を決め、そこに納め、どこに何があるかの

表示ができました。

書架は分類番号順にきちんと並び、書庫も整然

と片づき、PttPが得意な子もいたので、ついでに

「プラウジングコーナー」「レフアレンスコーナー」

などの書架表示もつけてしまいました。

なにより助かつたのが、この蔵書点検中に、3



人の子どもが病気にならなかつたことです。「お母

さんは、来週は蔵書点検で休めないから、風邪ひ

くんじゃないよ |」 と気合いを入れていたのがよ

かつたのかもしれません。

片づけ下手の木下さん。新学期に入つてから遊

びにくる卒業生に、「まだ、散らかしてませんね」

とほめられています。鳴呼、このきれいさがいつ

までもつやら。

昨年は貸出率が下がりました

―昨年 1人あたり 155冊あつた貸出が、106

冊に落ち込んでしまいました。パソコンの更新で

貸出できない期間がちよつとあつたり、パソコン

導入で予算が肖」減されて、書籍の購入も 300冊

ほど減つたのですが、それでもこの一人あたり5

冊というのは、私にとつては、大ショック。

新刊案内は 2週間に一回発行しています。案内

がでると本を借りに来てくれる人もいて、これは、

たノヌん、前年度と変わりなし。

司書部会のお仕事をしていて、出張で学校を開

ける回数が増えたけど、子どもたちの病気が湖つ

て体む回数が少し減つたので、たぶん、これもそ

んなに変わりなし。

確かに、4年目になると、着任してすぐのような

活気は望めません。ライ トノベルが入つていなかつ

た図書館に、ライ トノベルが入り始めたとか、レイ

アウ トを変えて使いやすくしたとか、目新しいこと

があると、貸出はぐんと伸びます。でも、その過渡

期が過ぎてからが本当は大切で、高い貸出率を維持

するのには、努力が必要なのです。新刊を素早く受

け入れて、いつも新鮮な本が並んでいるようにする

とか、予約の本をすぐに発注して貸せるようにする

とか。 昨年は、一昨年より、リクエス トで購入し

た本の冊数は増えたのです。(674冊→ 1100冊 )

でも、何かが足りない。落ちついて考えると、私の

利用者への対応が悪かつたのです。

まず、生徒への声かけがおざなりでした。声を

かけられてうつとおしい子もいると思いますが、

「この本を読んでいるなら、この本もおもしろいよ」

とか、「○○さん (作家の名前)が好きなの ?」 など、

貸出をする時に、ちょつと一声かけて会話の糸口

をつないでおくと、次にその子がカウンターで声

をかけてくれることがあります。こういう声かけ。

それから、本を読む時間があまりとれませんでし

た。授業との連携が少しずつできるようになり、そ

の授業の関連本を読むことに時間が害」かれ、生徒が

好きそうな流行の本をあまり読むことができなつ

た。だから、会話が弾まない。授業と連携したことも、

貸出率の増加には、直接結びつかなかつたようです。

今年度の目標を立てました

今まで続けてきた新着図書案内を定期的に出すと

か、リクエス トに素早く応えるというのは、大前提。

それ以外に頑張ることとして、本を読むこと。これ

は、自分で時間を作つて努力するしかありません。

「情報」の授業と連携することによつて、先生方

とのつながりが広がりました。今年度も、「情報」

の時PB5は もちろん、国語の 「近現代」の授業でも

図書館を使いたいと声をかけていただいています。

それから、我が校の名物教頭先生が毎週木曜日の

朝、7:30か ら 45分間、「学びのサプリ・スーパーJ

という高校生のための 「学びの技法J講座を開講

していて、 1年生から3年生まで 150人近くの

受講生がいるのですが、このサプリとタイアツプ

して、何か図書館でおもしろいことを展開できな

いかなと考えています。教頭先生もノリのいい方

なので、連携するとおもしろそうです。

ブックリス トも作つてみようと思つています。

「笑える本」「泣ける本」など、東高オリジナルバー

ジョンのブックリス ト。これは、図書委員の生徒

といつしょにやつてみたいと思つています。

貸出が落ちたからつて、落ち込んでなんかいら

れません |「パスフアインダー」も作つてみたい

し、実は、図書館の HPを立ち上ιずようという話

もあります。今年度から、利用者カー ドも導入す

ることになりました。今、生徒と一緒にその図案

も作成中です。オリエンテーションで一年生にも

顔を売つたことだし、せつせとカウンターに出て、

生徒とおしゃべりして、頑張つて、貸出を伸ばし

ます 1秋の中間報告を期待していて下さい。

(き のした みちこ1埼玉県立春日部東高校図書館 )
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『 レッドツリー』
ショーン・タン著
早見優訳

3社会と個人を考える

『泣いてもいい ?』

グレン・リングトウヴィズ著
田辺欧訳

「『レッドツリーは子育て中の方、学生、中 。高生、

司書や先生などに、未来を信 じられる 「何か」を

受け止めてほしいという児童出版界の実力派新人・

今人舎から2004年 2月 刊行」

その後、『レッドツリー』『泣いてもいい ?』 『赤

い大地黄色い大河』の全てが、いくつもの新聞や

雑誌の書評に取り上ιずられました。新しい出版社

の本が朝日新聞や読売新聞の書評に取り上ιずられ

るのも珍しいことです。

最新刊の『バニラソースの家』は、アルツハイマー

病をテーマにしたスウェーデンの絵本。スウェー

デンでは、絵本の売り上げのうち 10クローネ (約

160円 )が、アルツハイマー病の研究費用に使

われています。今人舎でも認知症の団体などへの

寄付を検討しているとのこと。

また、 7月 に発売になるのは、今話題の池上彰

さん (元週刊こどもニュース・キヤスター)がは

じめて絵本の翻訳に挑戦した作品です。夏休み前

に話題をよぶこと、間違いなし。

池上さんは、国際情勢や社会 経済情勢を解説

した本をたくさん書いていますが、絵本は、はじ

めて。ですが、今回挑戦 した『おじいさんのダイ

ヤモン ド』は、ナチスの迫害を逃れ、ヨーロッパ

からアメリカに渡つたユダヤ人のお じいさんが

持つて,い たダイヤモン ドの 「一生」と、おじいさ

んが死んだあと、それを見つけた家族たちのよう

すを描いた社会派ものです。この点で池上さんは

『赤い大地黄色い大河』
アンコー・チャン著
稲葉茂勝訳

『パニラソースの家』
ブリット・ベルッツィ著
森信嘉訳

5富 を考える

『おじいさんのダイヤモンド』
池上彰訳

2‖ortalを 考える

高機焦におすすめの総恣―のシリーズ、今人警‐から

00000● 0● 000● ● ● 000●

今人舎の 「考える絵本」

このシリーズは A5版。絵本にしては小さい。

ラインナップは既刊・予定あわせてつぎの通り。

上は、 LAS探 検隊でも次のように紹介した、

今人舎から半年に 1冊のペースで発行されている

翻訳絵本シリーズです。 (2003/9/18)
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訳者としてまさに適任です。

ところが、一見、社会派の作品のように見える

この本も、年齢を問わず読者に 「富」、そして人や

家族の幸せ、人生を考えさせてくれています。絵

本というメデイアを通して、この本の主旨が効果

的に表現されました。

社会派といえば、『赤い大地黄色い大河』もまさ

にそうです。絵は、日本の読者の多くが引いてし

まいそうな硬派ぶり。これは昨年のボローニヤ国

際児童図書展の大賞作品です。児童図書展会場で

作品を見た日本の出版関係者は、一様に 「すばら

しい絵だけれど、日本では売れそうもない」と、

だれ一人として版権交渉をしようとしなかつたと

いいます。それに挑戦 したのが今人舎でした。し

かも、社長の稲葉さん自らが翻訳 しました。稲葉

さんはこう話しています。

「この本は、中国の文化大革命の最中 10代だつ

た著者アンコーの心のうちをすばらしい絵で表現

したものです。現代の中国を知るうえで欠かせぬ

文革がどんなものだつたかを、やさしく、それで

いてなまなましく教えてくれます。でも、それだ

けなら、私も手をだしませんでした。四方院 (中

庭を四方で囲む建築様式)の屋根に上つたアン

コー、そして、紅衛兵に封印された書物を隠れて

読みあさるアンコーに、現在の日本人が、何かを

感じるのではないかと思つたときに、出版しよう

と決めました。あまりお金をかけられないことか

ら、半ばしかたなく自分で翻訳しました」。

稲葉さんが指摘した部分は、まさに読書推進に

取り組む司書さんや先生方には、たまらない味わ

いがするところ。読書のすばらしさを、読者にあ

らためて知らせてくれます。

前述のように、 LASで はこのシリーズに当初

から注目してきましたが、今人舎は新人でありな

がらやはりただものではないようです。

「ただならぬ」もう 1シ リーズ

新人・今人舎の実力を示すのは、「考える絵本シ

リーズ」ばかりではありません。「なんでも学オロ

ジーズ」という、とんでもなく凄い、大型しかけ

絵本 (原 作はイギリス)が、今まさにブレイクし

ています。

シリーズ第 1弾の『 ドラゴン学』は、昨年 10

月に発売され既に5刷 りとのことですが、この人

気′ゞりは、昨今流行りのブログを見るとよくわか

ります。例えば、Goog eで 『 ドラゴン学』を検

索すると何百件もヒッ トし、そこには書評や読書

感想がひしめいています。

ドラゴンがいかにも実在するかのように描かれ

た絵本には、仕掛けがいつぱいです。 ドラゴン文

字の解読といつたなぞ解きもあつて、フアンタジー

的。「進化論」まで持ちだして、「かつては存在 し

得ないと考えられていたカモノハシやオカピが実

在している。 ドラゴンも同じことだ」とまことし

やかに描かれたフアンタジーの世界に、年齢を問

わず弓き込まれるのです。

第 2弾の『エジプ ト学』は、さらに現実味をも

たせようとして、吉村作治先生の監修を受け、地

名や人名の表記等がイギリスの原書にくらべてさ

らに厳密です。吉村先生は 「この本は、自分がは

じめてエジプ トに訪れたときの感動にも匹敵する

わくわく感を与えてくれた」といつたことを帯に

書いていますが、こちらも発売 3ヶ 月で 3刷 りと

好調です。続く8月 発売の『魔術学』、来年発売予

定の『海賊学』は、フアンタジー性や凝つたつく

りがいつそうすばらしいと、今人舎では自信を持つ

ているようです。

このように、今人舎の動向は今後も注目に値す

るでしよう。
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見晴らしが取 り柄の図書館です

宮崎 健太郎

昨年の春に転勤して 1年。ようやく、この学校

の流れがつかめてきました。図書館の広さにもよ

うやくなじめた気がします。この広い図書館に、

昨年 6月 、愛称を付けました。その名は 「みはら

し図書館」。職員会議で承認された、正式な愛称で

す。命名者は学校説明会の校内見学の際に案内で

回つてくる先生方。図書館を紹介するとき、資料

について触れなくても眺望の良さだけは忘れず自

慢するのです。司書としてはムッとしますよね。

でも、それもさもありなん、というのがこの図

書館の悲しい性。というのは普通教室が三階まで

しかないホームルーム棟の五階に図書館があるの

です。言い換えれば、日常の導線とは逆のどんづ

まり。小田急の箱根や中央線の高尾に匹敵する

(ロ ーカルでゴメンナサイ)レジャースポットなわ

けです。それならレジャーつぽいイメージを定着

させてしまおうと居直つた結果が 「みはらし図書

館」というわけです。

ただ、「みはらし」にはもう一つ、情報を探す 「み

はらし」の場、という意図も。それに気づいても

らうため、「あなたの く?>を く|>に」というキャッ

チコピーを並記しています。

今年の新入生オリエンテーシ∃ンでは、イシュ

トバン バンニャイの『Zoom』 (ブ ッキング社 )

という絵本を紹介しました。最初のページにある

大きな赤いものが、次のページにはニワ トリのと

さかに………と最後には宇宙に浮かぶ小さな地球に

まで文字通リズームアウ トしていく作品です。こ

の本を一通り見せ、何かに行き詰まつたり知りた

くなつたとき、「みはらし」図書館で視野を変えて

ね、と呼びかけました。呼び名だけでなく、図書

館機能としての 「みはらし」の利用も定着してく

れるといいのですが。

<図書委員会活動の構造改革?>

話は変わりますが、この春には図書委員会の活

動を大幅に変えました。昨年度の委員会活動がボ

6

ロボロで、必要に迫られてではありますが ……。

図書委員の半分は 「カウンターでビッピやるだけ

だから楽そうJで 図書委員会に入り、当番が面lEl

になつて脱落していきます (生徒談 )。 一方、やる

気のある生徒は物足りないとも言い残します。そ

こで分掌での 「図書委員会とは ?」 と原点に立ち

返つた議論の末、「魅力ある図書館を作る、図書館

の魅力や読書の魅力を生徒に伝える」を活動方針

として、生徒とともに委員会の活動を自紙から作

り直すことにしたのです。

委員会活動からはカウンター当番を廃止しまし

た。生徒の図書委員会観を変えるのが主目的です

が、もともとプライバシー上の理由で問題視して

いたのです。その代わり、メインの活動を資料紹

介に改めました。これは委員全員が年度に一週、

資料展示と展示を紹介する通信を発行するもので

す。これだけは必ずやつてもらうと年度頭の委員

会で念を押しました。

年一回のこの活動だけだと図書委員としての自

覚が育ちにくいだろうと、整理 ・広報 放送の三

つの係で毎週の当番は維持。さらに、文化祭の参

加などは `グループ 活動とし、委員の有志が参

加する形に変えました。委員会活動ですが、委員

外の参加も拒まず、委員になれなかつた希望者が

委員会に参画できる道を残しました。実際、一部

のグループは他委員会の執行部が図書委員に手ほ

どきしていたりして、なかなか面白いです。

仕事の優先順位をつけたのは、生徒のやる気に

応じて活動量の差を容認するという方針から。や

る気のある子が活動量の差に不平等感を持たず、

むしろ自発的に活動しやすくなればという配慮の

つもりです。

手もかかりますが、図書館に対して自発的に何

かしたい (し てもいい)と いう子が公共図書館の

図書館ボランティアや図書館協議会のようにみは

らし図書館を育てるんだ、という意志を持ち始め

ているような気がします。まだ始まつたばかりの

取り組みなので、 1年間維持できるかはまだ未知

数。来年の今頃、図書館の雰囲気がどう変わつて

いるか、いまから楽しみです。

(みやざきけんたろう :埼玉県立新座高等学校 )
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この国|の ことを―表から裏力やら

金原 瑞人

理論社のYA新書 〈よりみちパン |セ〉はおもし

ろい、というか、すごい。養老孟司、自川静、宮沢

章夫、伊藤比呂美といつたラインナップは、ごく―

般的だが、その一方で、しりあがり寿十祖父江慎 (『オ

ヤジ国憲法で行こう |』 )、 リリー・フランキー (『 こ

とばの教室』)と いつた、ちよつとはずれ系で、絶

対楽しそうな裏ラインナップも充実しているのだ。

見事というしかない。

第 1期 10冊のなかで、衝撃的だつたのが森達也

の『いのちの食べかた』。これは畜殺の現場の描写や、

そこで働く職人さんの作業の説明から始まり、生き

物を食べなくては生きていけない人間、その人間を

支えるために働く人々についての考察があり、さら

に被差別部落問題、差別問題、いじめの問題、事な

かれ主義のメディア批判、戦争へと広がつていく。

そこに筋が―本、しつかり通つているのがすばらし

い。ずしんと重い一冊だ。

そのまつたく逆をついて出てきたのが、みうら

しゅんの『正しい保健体育』。「男にとつて大事なの

|ま 『挿入する』ことではなく、『発射する』ことだ

ということがわかりました。/しかし男はスパイで

もあります。秘密裏に行動します。「潜入」してい

ろいろなことを調べます…… そのときに使用するの

がコンドームという『サイレンサー』なのです 」と

いつた、本音まじりのジョーク、冗談半分の本音、

身も蓋もない正直本、性教育の裏教科書だ。これに

は驚いた。これをヤングアダル ト向けに堂々と出す

出版社にも驚いた。しかし、出版されてみると、思

いきりうなずける一冊だつたのに、また驚いてし

まつた。

このシリーズ、現在第 ‖期が刊行中だが、この

なかでぜひ勧めたいのが小熊英二の『日本という

国』。これは明治以降の日本という国の歴史を非常

にうまくまとめた一冊だ。日本の歴史の本なのに、

最初の章は 「なんで学校に行かなくちやいけない

の 」。そこに競争社会奨励派である福沢諭吉の話が

出てきて、その思想が説明され、義務教育というの

は国を強くするために作られた制度だということ

がわかる (「 この『義務教育』というのは、英語の

Compuにory Educatonの 翻訳で、明治時代には『強

迫教育』と訳されてもいた。つまり、国中の子ども

は、『強迫』してでも学校に通わせるというわけだ」)。

そして西洋の一員となつて、東洋を侵略する日本の

骨格が作られていき……というふうに話は流れてい

く。発見と納得の連続に、思わずうなつてしまう。

さて、このようにして

できあがつた 「日本とい

う国 」で、いま大人にな

るということ、成熟する

ということは、どういう

ことなんだろうか。これ

は難しい | いま自信を

持つて、おれは大人だと

いえる大人がどのくらい

いるだろう。そういつた

ことについてのエッセイ

をまとめたのが、『いまこの国で大人になるという

こと』 (苅谷岡」彦編著、紀伊國屋書店)。 書いている

のは、社会学、心理学、精神医学、生物学、宗教学、

文学といつたジャンルの専門家を中心に 16人。い

ろんな人がいろんな角度から、いろんなふうに書い

ている。おそらく 16人 とも、胸を張つて、おれは

大人だとはいえそうもない人々だ。

「よりみちパン |セ 」で『14歳からの仕事道』を

書いている玄田有史は、大学時代に迷うことの大切

さをわかりやすく説いている。「サブカルチャー 」

こそ、精神科医である自分の分担であるといつてい

る斎藤環は『ガンダム』や『エヴァングリオン』を

例にとつて、現代の成熟の問題を考察している。小

谷野敦はいつもながらのユーモラスな毒舌でもつて

日本の教育批判、大学批判を (このなかにも『学問

のすすめ』力`登場 )。 その他、近代という問題をか

らめて書いたものもあれば、ジェンダーという切り

日から書いたものもある。読者対象は大学生あたり

だろうが、ものによつては高校生にこそ読ませたい

ものもある。というか、まずは、「自分は大人だ 」

と思つている人たちにこそ読んで欲しい。

(かねはらみずひと :法政大学教授・翻訳家)

『し`まとの自で大人

'と

なるという
こと』苅谷剛彦編著/四六判並製
/352頁 /定価 17∞ 円+税 /
2006年 5月紀伊國屋書店刊
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